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リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
日
本
時
間
8
月
6

日
～
22
日
）
に
出
場
す
る
鹿
屋
体
育
大
学
関
係
者
3
名
の

出
場
種
目
、
競
技
日
程
は
左
記
の
と
お
り
で
す
、
応
援
方
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

内間康平（平成 23 年 3 月鹿屋体育大学卒業）
　●自転車男子ロードレース
　　日本時間　8 月 6 日

塚越さくら（平成 28 年 3 月鹿屋体育大学大学院修了）
　●自転車女子オムニアム
　　日本時間　8 月 15 日 ・スクラッチ
　　日本時間　8 月 16 日 ・個人追い抜き
 ・エリミネーション
 ・タイムトライアル
　　日本時間　8 月 17 日 ・フライングラップ
 ・ポイントレース

松田丈志（鹿屋体育大学大学院博士後期課程在学中）
　●競泳男子 4 × 200 ｍリレー
　　日本時間　8 月 10 日　予選、決勝

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、
主

な
国
際
大
会
へ
の
出
場
及
び

活
躍
の
可
能
性
の
あ
る
学
生

を
指
定
し
て
特
別
強
化
支
援

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
国
際

大
会
に
お
い
て
入
賞
す
る
な

ど
常
時
活
躍
で
き
る
ト
ッ
プ

ア
ス
リ
ー
ト
を
育
成
・
輩
出

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

国
際
競
技
大
会
特
別
強
化
指

定
選
手
へ
の
支
援
制
度
を
昨

年
度
か
ら
始
め
ま
し
た
。
昨

年
度
指
定
選
手
の
1
人
で
あ

る
塚
越
さ
く
ら
さ
ん
（
自
転

車
競
技
部
・
平
成
28
年
3
月

国
際
競
技
大
会
特
別
強
化

支
援
制
度
に
つ
い
て

大
学
院
修
了
）
が
リ
オ
デ
ジ

ャ
ネ
イ
ロ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

出
場
を
決
め
る
な
ど
、
そ
の

成
果
が
結
実
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。

　

今
年
度
の
国
際
競
技
大

会
特
別
強
化
指
定
選
手
と

し
て
、
左
記
の
学
生
が
指
定

さ
れ
ま
し
た
。
支
援
と
し
て

は
、
国
際
大
会
出
場
に
か
か

る
旅
費
や
強
化
試
合
、
親
善

試
合
等
の
実
施
に
か
か
る
経

費
、
そ
の
他
強
化
支
援
に
か

か
る
経
費
を
負
担
す
る
も
の

で
す
。

氏　名 学　年 所属団体 対象となる大会
前　野　風　哉 2 年 体操競技部 チャレンジカップ
堀　　　歩　未 3 年 柔道部 グランドスラム東京
飯　野　鈴　々 2 年 グランドスラム東京
江　藤　里佳子 4 年

自転車競技部

世界大学選手権
徳　田　　　優 4 年 世界ロードレース選手権
馬　渡　伸　弥 4 年 世界大学選手権
黒　枝　咲　哉 3 年 世界ロードレース選手権
野　上　竜　太 3 年 アジアトラック選手権
堀　　　航　輝 3 年 アジアトラック選手権
山　本　大　喜 3 年 世界ロードレース選手権
冨　尾　大　地 2 年 世界大学選手権
中　井　彩　子 2 年 世界大学選手権

　

梅
雨
明
け
前
に
、
夏

季
山
岳
レ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ー

ツ
実
習
の
受
講
生
と
一
緒

に
キ
ャ
ン
プ
登
山
を
し

た
。
韓
国
岳
に
登
っ
た
。

美
し
い
霧
島
山
系
の
景

色
を
見
た
か
っ
た
か
ら
、

梅
雨
が
明
け
る
こ
と
を

祈
り
つ
つ
登
山
の
日
を
迎

え
た
が
、
天
気
は
小
雨
と

霧
だ
っ
た
▼
韓
国
岳
は
、

大
浪
池
か
ら
高
低
差
約

３
５
０
ｍ
を
頂
上
に
向

か
っ
て
直
線
的
に
登
っ
て

い
く
ル
ー
ト
を
歩
い
た
。

韓
国
岳
の
山
の
名
称
は

「
山
頂
か
ら
朝
鮮
半
島
ま

で
見
渡
す
こ
と
が
で
き
る

ほ
ど
高
い
山
」
で
あ
る
こ

と
か
ら
付
け
ら
れ
た
と
い

う
説
が
あ
る
ら
し
い
が
、

私
た
ち
が
登
っ
た
そ
の
日

は
厚
い
雲
の
中
で
、
下
界

の
景
色
は
一
瞬
た
り
と
も

見
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
▼
登
山
道
の
急
斜
面

を
一
歩
一
歩
、
心
臓
が
悲

鳴
を
上
げ
て
い
る
か
の
よ

う
に
鼓
動
し
て
い
る
の
を

感
じ
な
が
ら
、
た
だ
ひ
た

す
ら
に
頂
上
を
目
指
し

た
。
8
合
目
付
近
で
息
を

切
ら
し
て
し
ゃ
が
み
こ
ん

だ
目
線
の
先
に
、
一
匹
の

体
長
5
㎜
ほ
ど
の
小
さ

な
蠅
が
い
た
。
高
山
の
名

も
知
れ
ぬ
草
の
葉
に
留

ま
る
そ
の
蠅
は
、
余
裕
を

見
せ
つ
け
る
か
の
よ
う
に

逃
げ
も
せ
ず
じ
っ
と
し
て

い
た
。
5
㎜
の
蝿
が
と
て

も
大
き
く
見
え
た
。
そ
の

と
き
、
自
然
に
は
か
な
わ

な
い
な
と
思
っ
た
▼
古
く

か
ら
日
本
人
は
ア
ニ
ミ
ズ

ム
（
自
然
界
の
あ
ら
ゆ
る

事
物
に
は
霊
魂
が
宿
る
）

の
世
界
観
を
も
ち
、
人
間

も
山
や
川
や
鳥
や
植
物

な
ど
と
同
じ
自
然
の
一
部

だ
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。

そ
う
感
じ
な
く
な
っ
た
の

は
、
い
つ
頃
か
ら
だ
ろ
う

か
。
現
代
の
日
常
生
活
で

快
適
さ
を
求
め
る
あ
ま

り
忘
れ
が
ち
に
な
っ
て
い

る
、
自
然
の
中
で
自
然
と

と
も
に
生
き
る
人
間
の
あ

り
方
に
今
一
度
思
い
を
致

し
た
い
。
（
Ｆ
・
Ｙ
）

国際競技大会特別強化指定選手一覧

　

6
月
11
～
12
日
、
第
32
回

全
日
本
学
生
選
手
権
個
人
ロ

ー
ド
レ
ー
ス
大
会
が
長
野
県

木
曽
郡
木
祖
村
奥
木
曽
湖
周

回
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
、
男

子
で
鹿
屋
体
育
大
学
自
転
車

競
技
部
の
徳
田
優
さ
ん
（
ス

ポ
ー
ツ
総
合
課
程
4
年
）
が

優
勝
、
女
子
で
は
同
部
の
中

井
彩
子
さ
ん
（
同
2
年
）
が

５
位
、江
藤
里
佳
子
さ
ん（
同

4
年
）
が
7
位
に
入
賞
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
6
月
25
日
～

26
日
に
東
京
都
大
島
町
大
島

西
海
岸
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ

た
第
85
回
全
日
本
自
転
車
競

技
選
手
権
大
会
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
で
は
男
子
Ｕ
23
部
門
で
徳

田
優
さ
ん
が
2
位
に
入
り
ま

し
た
。

　

ト
ラ
ッ
ク
競
技
に
お
い
て

も
、
7
月
2
日
～
3
日
、
長

野
県
松
本
市
美
鈴
湖
自
転
車

競
技
場
で
開
催
さ
れ
た
第
57

回
全
日
本
学
生
選
手
権
ト
ラ

ッ
ク
自
転
車
競
技
大
会
で
西

島
叶
子
さ
ん
（
同
2
年
）
が

女
子
ス
プ
リ
ン
ト
優
勝
を
果

た
し
、
そ
の
他
８
種
目
に
お

い
て
鹿
屋
体
育
大
学
自
転
車

競
技
部
男
女
合
わ
せ
て
の
べ

15
名
が
入
賞
し
ま
し
た
。

種　　目 順位 氏名

男　

子

スプリント
2 位 野上　竜太
4 位 堀　航輝

ケイリン
3 位 黒枝　咲哉
5 位 安本　昇平
7 位 釘尾　真幸

タンデム・スプリント 7 位 安本　昇平・徳田　匠

ポイント・レース
3 位 松本　憲斗
5 位 徳田　匠

マディソン 4 位 黒枝　咲哉

女　

子

スプリント 1 位 西島　叶子
500 ｍタイムトライアル 4 位 橋本　優弥
ポイント・レース 2 位 橋本　優弥

3km
インディヴィデュアル・パーシュート

2 位 橋本　優弥
3 位 中井　彩子

自転車競技部　全国大会で活躍！
【第 57 回全日本学生選手権トラック自転車

競技大会競技結果（入賞者）】

　

こ
の
よ
う
に
自
転
車
競
技

部
は
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
、
ト
ラ

ッ
ク
競
技
ど
ち
ら
の
全
国
大

会
で
も
素
晴
ら
し
い
成
績
を

収
め
、
活
躍
し
て
い
ま
す
。

第32回全日本学生選手権個人ロードレース大会
徳田優さん（先頭）

第57回全日本学生選手権トラック自転車競技大会
スプリントで優勝した西島さん（手前）
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鹿
屋
体
育
大
学
の
福
永
哲

夫
学
長
の
任
期
が
平
成
28
年

7
月
31
日
に
満
了
す
る
こ
と

に
伴
い
、
去
る
7
月
25
日
、

同
大
に
て
最
終
講
話
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
学
内
外
の
関
係
者

約
１
０
０
名
が
聴
講
。
司
会

者
か
ら
略
歴
の
紹
介
が
あ
っ

た
後
、
福
永
学
長
よ
り
「
鹿

屋
体
育
大
学
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
」
と
題
し
た
講
話
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
時
折
ユ
ー
モ
ア

を
交
え
な
が
ら
、
貯
筋
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
や
ス

ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
実

践
研
究
の
必
要
性
、
鹿
屋
体

育
大
学
の
存
在
意
義
等
に
つ

い
て
約
1
時
間
講
話
さ
れ
、

　
「
楽
し
か
っ
た
8
年
間
の

学
長
生
活
」
を
２
０
１
６
年

7
月
末
で
終
え
る
こ
と
に

な
っ
た
。
8
月
か
ら
の
新
し

い
生
活
に
む
け
、
身
辺
を
整

理
し
て
い
た
ら
小
学
校
時

代
の
通
知
簿
が
目
に
留
ま
っ

た
。
体
育
の
成
績
は
優
れ
て

い
た
が
、
他
の
教
科
は
「
並

み
」
で
あ
っ
た
。
担
任
の
コ

メ
ン
ト
が
面
白
か
っ
た
。

「
福
永
は
真
面
目
だ
が
特
に

特
徴
は
な
い
、
も
う
少
し
ク

ラ
ス
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
し
て
ほ
し
い
」
運
動
会

で
も
足
に
自
信
は
あ
っ
た
が

ト
ッ
プ
に
立
つ
の
は
嫌
で
、

い
つ
も
2
番
目
を
走
る
傾
向

が
あ
っ
た
。
前
に
人
が
い
な

い
と
落
ち
着
か
な
い
性
格
で

あ
る
。
こ
の
性
格
は
今
も
変

わ
ら
な
い
。

　

そ
ん
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
な
い
人
間
が
学
長
と
し

て
8
年
間
も
続
け
る
こ
と

が
出
来
た
の
は
間
違
い
な

く
教
職
員
の
皆
様
の
お
陰

だ
と
、
「
感
謝
」
「
感
謝
」

「
感
謝
」
「
感
謝
」
・
・
・
で

あ
る
。
特
に
、
近
年
、
文
科

省
で
は
「
学
長
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
」
が
強
く
押
し
出
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
言
葉
を
聞

く
た
び
に
子
供
の
頃
を
思

い
出
し
て
「
身
が
引
き
し
ま

る
」
思
い
が
す
る
。

　

学
長
就
任
時
の
所
信
表

明
で
は
「
動
け
る
日
本
人

育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
貯
筋

福
永
哲
夫
学
長

最
終
講
話
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

こ
の
た
び
、
公
益
財
団
法

人
ミ
ズ
ノ
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財

団
（
会
長
：
水
野
明
人
ミ
ズ

ノ
株
式
会
社
社
長
）
よ
り
、

本
財
団
に
対
し
て
ス
ポ
ー
ツ

振
興
助
成
金
の
贈
呈
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
助
成
金
は
、
わ
が
国

に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に

資
す
る
た
め
に
贈
ら
れ
る
も

の
で
、
本
財
団
で
は
、
冠
ス

ポ
ー
ツ
奨
学
金
と

し
て
全
国
的
規
模

の
競
技
大
会
で
極

め
て
優
秀
な
成
績

を
収
め
た
個
人
も

し
く
は
競
技
団

体
、
ま
た
は
競
技

能
力
が
高
く
全
日

本
ま
た
は
国
際
試

合
な
ど
で
活
躍
が

期
待
さ
れ
る
学
生

等
に
支
給
し
て
い

ま
す
。

　

６
月
１
日
に
行

わ
れ
た
贈
呈
式
に

は
、
公
益
財
団
法

公
益
財
団
法
人

ミ
ズ
ノ
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
が

助
成
金
を
贈
呈

人
ミ
ズ
ノ
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財

団
の
内
橋
悟
事
務
局
長
が
鹿

屋
体
育
大
学
東
京
サ
テ
ラ
イ

ト
キ
ャ
ン
パ
ス
（
筑
波
大
学

東
京
キ
ャ
ン
パ
ス
文
京
校
舎

内
）
を
訪
れ
、
本
財
団
風
呂

井
敬
理
事
長
の
代
理
と
し
て

出
席
し
た
本
財
団
常
任
理
事

の
福
永
哲
夫
鹿
屋
体
育
大
学

長
に
、
助
成
金
百
万
円
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

助成金を贈呈する内橋氏（左）と福永学長

　鹿屋体育大学では、平成28年８月１日付けで学
長及び理事が任命されましたのでお知らせします。
◆学長
　松

まつ

　下
した

　雅
まさ

　雄
お

◆理事（教務・学生・研究・国際交流担当）
　金

かね

　久
ひさ

　博
ひろ

　昭
あき

◆理事（組織・運営担当）
　 中

ちゅう

　禮
れい

　裕
ひろ

　己
み

◆理事（社会連携担当）
　原

はら

　田
だ

　耕
こう

　藏
ぞう

学長・理事の任命について

　

去
る
7
月
15
日
、
7
月
31

日
で
任
期
満
了
の
福
永
哲
夫

学
長
の
退
職
記
念
送
別
会

が
、
鹿
屋
市
内
の
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
、
鹿
屋
市
関
係

者
、
財
団
関
係
者
、
鹿
屋
体

育
大
学
役
員
・
Ｏ
Ｂ
・
教
職

員
等
約
１
３
０
名
が
集
ま

り
、
福
永
学
長
の
長
年
の
労

を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

　

送
別
会
で
は
、
来
賓
を
代

表
し
て
文
部
科
学
省
高
等
教

育
局
国
立
大
学
法
人
支
援
課

の
氷
見
谷
直
紀
課
長
、
森
山

ひ
ろ
し
農
林
水
産
大
臣
（
代

読
：
池
田
和
弘
秘
書
）
、
鹿

屋
市
の
中
西
茂
市
長
の
3
名

か
ら
の
祝
辞
、
本
財
団
の
風

呂
井
敬
理
事
長
か
ら
8
年
間

の
功
績
に
対
す
る
感
謝
の
言

葉
、
記
念
品
や
花
束
の
贈
呈

等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
歓
談
中
に
は
福
永
学
長

の
在
任
中
の
軌
跡
を
ま
と
め

た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
上
映
さ
れ
、
懐

か
し
い
映
像
に
会
場
は
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
最
後
に
は

福
永
学
長
よ
り
感
謝
の
言
葉

が
述
べ
ら
れ
、
盛
会
の
う
ち

に
終
了
し
ま
し
た
。

福
永
学
長
退
職
記
念
送
別
会
開
催

来賓の方々と握手する福永学長

送別会の様子

最
後
は
深
々
と
お
辞
儀
を

し
、
「
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
」
と
、
感

謝
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　

講
話
後
は
花
束
贈
呈
が
行

わ
れ
、
会
場
と
な
っ
た
講
義

室
は
大
き
な
拍
手
で
包
ま
れ

ま
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
」
と
「
ス

ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
研

究
」
の
推
進
を
掲
げ
た
。

つ
ま
り
、
国
立
唯
一
の
体
育

大
学
の
存
在
価
値
は
「
日

本
人
の
体
力
つ
く
り
（
貯

筋
運
動
）
」
と
「
そ
の
た
め

の
研
究
開
発
（
ス
ポ
ー
ツ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
研
究
）
」
で

あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ

る
。
8
年
た
っ
た
今
、
そ
の

考
え
は
ま
す
ま
す
強
く
な
っ

て
き
て
い
る
。
大
学
は
言

う
ま
で
も
な
く
「
研
究
」
し

た
こ
と
を
「
教
育
」
す
る
場

で
あ
る
。
特
に
「
体
育
学
」

「
ス
ポ
ー
ツ
科
学
」
は
日
常

生
活
に
直
接
寄
与
す
る
学
問

で
あ
り
、
各
人
が
「
自
ら
の

体
調
や
身
体
の
動
き
を
感
ず

る
」
こ
と
に
最
も
至
近
な
学

問
領
域
で
あ
る
。

　
「
師
は
弟
子
に
仕
え
、
弟

子
は
師
を
愛
す
」
：
東
京
大

学
大
学
院
時
代
の
恩
師
猪
飼

道
夫
先
生
が
ほ
ろ
酔
い
機
嫌

で
言
わ
れ
た
言
葉
で
あ
る
。

学
長
に
な
る
ま
で
の
約
30

年
間
に
わ
た
る
ゼ
ミ
学
生
と

の
生
活
を
通
じ
て
、
取
り
あ

え
ず
は
「
師
は
弟
子
に
仕
え

る
」
こ
と
か
ら
始
ま
る
教
え

は
私
に
「
ぴ
っ
た
り
」
の
哲

学
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、

比
較
的
ス
ム
ー
ス
に
ゼ
ミ
学

生
が
成
長
し
、
楽
し
い
ゼ
ミ

指
導
を
経
験
で
き
た
。
そ
の

結
果
と
し
て
の
「
弟
子
は
師

を
愛
す
る
」
こ
と
は
最
大
の

喜
び
で
も
あ
っ
た
。
ゼ
ミ
を

通
じ
て
の
多
く
の
若
者
が
今

も
付
き
合
っ
て
く
れ
て
い
る

こ
と
の
「
幸
せ
」
は
教
員
冥

利
に
尽
き
る
。
こ
の
哲
学
は

学
長
生
活
で
も
随
分
と
役

立
っ
て
い
る
。
大
き
な
ト
ラ

ブ
ル
も
な
く
約
１
３
０
名
の

教
職
員
と
生
活
を
共
に
出
来

た
の
も
こ
の
上
に
な
い
「
幸

せ
」
で
あ
る
。

　

「
形
は
力
を
産
み
、
力
は

形
を
造
る
」
：
約
20
年
前
、

東
京
大
学
助
教
授
時
代
に

地
下
鉄
の
仏
壇
広
告
に
あ
っ

た
フ
レ
ー
ズ
か
ら
思
い
つ
い

た
言
葉
で
あ
り
、
自
分
で
も

大
変
気
に
入
っ
て
い
る
。
筋

肉
つ
く
り
研
究
に
没
頭
し
て

い
た
当
時
、
筋
の
形
を
超
音

波
を
使
っ
て
測
り
ま
く
っ
て

い
た
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
よ

り
筋
は
太
く
な
り
、
太
い
筋

は
強
い
力
を
発
揮
で
き
た
。

私
の
博
士
論
文
（
１
９
７
１

年
）
は
「
太
い
筋
は
力
が
強

い
」
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
こ
と
で
あ
っ
た
。
「
筋
の

形
と
力
」
へ
の
興
味
が
「
貯

筋
」
に
つ
な
が
っ
た
。

　

「
身
心
創
造
ス
ポ
ー
ツ

科
学
」
：
人
間
が
随
意
努
力

で
発
揮
で
き
る
機
能
（
力
、

速
度
、
パ
ワ
ー
、
ス
タ
ミ
ナ

等
）
は
主
と
し
て
筋
骨
格

系
、
脳
神
経
系
、
呼
吸
循
環

系
な
ど
の
身
体
を
構
成
す
る

組
織
の
量
と
質
に
よ
り
決
ま

る
が
、
全
体
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
決
定
す
る
更
に
重
要

な
因
子
と
し
て
「
心
」
が
あ

る
。
い
わ
ゆ
る
「
や
る
気
」

が
無
け
れ
ば
何
事
も
始
ま

ら
な
い
。
つ
ま
り
、
ス
ポ
ー

ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
生
み

出
す
因
子
と
し
て
「
身
」
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
み
で
は
解

決
で
き
な
い
場
合
が
多
い
。

特
に
、
ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
は
「
心
」

が
関
わ
る
部
分
が
多
い
。

我
々
ス
ポ
ー
ツ
に
直
接
か
か

わ
る
も
の
に
と
っ
て
最
も
興

味
が
あ
り
大
切
な
こ
と
は
、

「
身
」
と
「
心
」
の
機
能
を

包
括
す
る
「
ス
ポ
ー
ツ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」
そ
の
も
の

を
如
何
に
評
価
す
る
か
で
あ

り
、
こ
こ
に
「
ス
ポ
ー
ツ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
研
究
」
の
必

要
性
を
強
く
感
じ
る
。

　

１
９
６
４
年
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
に
ス
ポ
ー

ツ
科
学
は
急
速
な
進
歩
を

遂
げ
た
。
そ
の
成
果
と
し
て

「
国
立
鹿
屋
体
育
大
学
」
が

生
ま
れ
た
、
と
私
は
思
っ
て

い
る
。
こ
の
時
代
の
ス
ポ
ー

ツ
科
学
は
自
然
・
人
文
・
社

会
の
研
究
手
法
を
用
い
て

ス
ポ
ー
ツ
を
科
学
し
た
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
が
現
在
に
続

き
、
鹿
屋
体
育
大
学
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
は
こ
の
ス
ポ
ー
ツ

科
学
に
立
脚
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
鹿
屋
体
育
大
学
は

１
９
６
４
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
レ
ガ
シ
ー
で
あ
っ
た
と

言
え
る
。

　

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
レ
ガ
シ
ー
が
騒
が
れ
て

い
る
。
鹿
屋
体
育
大
学
か

ら
生
ま
れ
た
「
ス
ポ
ー
ツ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
研
究
」
と
そ

の
象
徴
と
し
て
の
「
Ｓ
Ｐ
ラ

ボ
」
は
２
０
２
０
東
京
オ
リ

パ
ラ
の
レ
ガ
シ
ー
と
な
る
は

ず
で
あ
る
。

　

8
年
間
本
当
に
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
有
り
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
、
感

謝
、
感
謝
、
感
謝
・
・
・

楽
し
か
っ
た
8
年
間
の
学
長
生
活

福
　
永
　
哲
　
夫



SOUTEN No.305
⑶ 平成２８年８月

公益財団法人鹿屋体育大学体育・スポーツ振興教育財団
平成２8年度第２回理事会、評議員会を開催

〜平成 27 年度収支決算などを承認〜
　公益財団法人鹿屋体育大学体育・スポーツ振興教育財団は、６月 13 日に平
成 28 年度第２回理事会を、６月 30 日に平成 28 年度第２回評議員会をそれぞ
れ開催しました（議事次第は、下記のとおり）。
　会議では、平成 27 年度の事業報告案及び決算報告案、評議員及び理事の選
任等が諮られ、審議の結果、承認されました。それぞれの内容につきましては、
本紙の３頁から４頁に掲げるとおりです。
　本財団は、今年度も鹿屋体育大学の教育振興のために必要な助成、体育・ス
ポーツ活動において優れた成績を収めた学生等に対する奨学金の給付等を主な
事業として活動していく所存です。

平成 28年度第２回理事会議事次第（みなし決議）
１．期　　日　平成 28 年６月 13 日（月）
２．主な議事　⑴平成 27 年度事業報告案、決算報告案及び監査報告について
　　　　　　　⑵平成 28 年度第１回評議会の開催について
　　　　　　　⑶理事長、専務理事及び常任理事の職務執行状況の報告について

平成 28年度第２回評議員会議事次第
１．日　　時　平成 28 年６月 30 日（木）12：35 〜 13：15
２．場　　所　鹿屋体育大学大会議室（管理棟２階）
３．主な議事　⑴評議員及び理事の選任について
　　　　　　　⑵平成 27 年度事業報告案、決算報告案及び監査報告について

１. 平成 27年度事業報告書
Ⅰ　事業の状況
　１．スポーツ産業等連携活動の実施

　 　平成 27 年４月６日に平成 27 年度冠スポーツ奨学金の授与企業との意見
交換会を開催し、その経費を援助した。

　２．体育・スポーツ活動において優秀な成績を収めた学生又は競技団体に対
　　する奨学金の支給
　　⑴ 競技能力が高く、全日本又は国際試合などで活躍できると思われる個人

10 名に対して、月額３万円の奨学金を支給した。
　　⑵ 次の基準により、国際大会、全国大会等で優秀な成績を収めた 10 サー

クルの個人・団体に対して 54 件の奨学金（冠スポーツ奨学金、特別スポー
ツ奨学金）と国際大会参加のための費用の一部を４件支給した。　　

　　サークル名： 陸上競技部、水泳部、剣道部、柔道部、ヨット部、カヌー部、　　
自転車競技部、体操競技部､なぎなた部、漕艇部

　３ ．教育振興助成事業の実施
⑴講演会等の実施
　・ 平成28年１月28日に行われた新監視艇進水式の経費の一部を援助した。
　・平成 28 年３月 24 日に行われた卒業生等懇談会の経費を援助した。
⑵学内研修の実施
　・ 平成 28 年２月 26 日に行われた平成 27 年度に優秀な成績を収めた学

生個人又は競技団体に対する競技成績報告会の経費を援助した。
⑶国際交流事業の実施
　・ 平成 27 年８月９日〜 16 日まで台湾中山商工バレーボールチームの来

学に伴う資金の一部を援助した。
　・ 平成 27 年９月１日〜２日及び平成 28 年３月２日に行われた鹿屋体育

大学国際スポーツアカデミー事業の経費の一部を援助した。
　・ 平成 27 年 12 月 30 日〜平成 28 年１月 10 日まで女子バレーボール部

カナダ遠征に係る費用の一部を援助した。
　・ 平成28年２月１日〜３日まで上海体育学院来学に伴う資金の一部を援助した。
⑷環境整備・学生の厚生事業等の実施
　・ 平成 27 年４月６日に行われた平成 27 年度鹿屋体育大学新入生との交

流会の経費の一部を援助した。
　・ 平成 27 年 10 月 17 日〜 18 日に行われた蒼天祭（学園祭・大学開放事業）

の経費の一部を援助した。
　・ 平成 28 年３月 24 日に行われた日本新記録記念植樹の経費の一部を援

助した。
⑸留学生の支援
　・留学生の不測の事態に対し資金を援助した。
　・ 平成 28 年１月 29 日に行われた留学生環境改善を目的とした学長、指

導教員、留学生の意見交換会の資金の一部を援助した。
⑹教育研究活動の支援
　・ 平成 27 年度学生への教育支援として TOEIC 資格試験受験料の一部

を援助した。
　・ 平成 27 年６月 14 日〜 21 日に行われた「Tsukuba summer Institute」

の経費の一部を援助した。
　４．地域交流経費の支援

・ 平成 27 年４月２日〜５月７日に行われた NIFS スポーツクラブ ｢ ス
ポーツ教室・テニス教室」に伴う資金の一部を援助した。

・  平成 27 年８月１日に行われた NIFS スポーツクラブの「スポーツ教室・
親子体操室」の経費の一部を援助した。

・  平成 27 年８月８〜 10 日に行われた NIFS スポーツクラブの「ジュニ
アスポーツキャンプ」の経費の一部を援助した。

・  平成 27 年 10 月１日〜 11 月９日に行われた NIFS スポーツクラブ「ス
ポーツ教室・テニス教室」の経費の一部を援助した。

・  平成 27 年 10 月 17 日に行われた NIFS スポーツクラブ「スポーツ教室・
親子体操教室」の経費の一部を援助した。

・  平成 27 年 11 月 23 日に行われた平成 27 年度鹿屋体育大学学長杯サッ
カー大会の経費の一部を援助した。また、同日行われた NIFS スポーツ
クラブ「スポーツ教室・サッカークリニック」の経費の一部も援助した。

　５．財団月報「蒼天」の発行
　　　財団月報「蒼天」を年間 12 回発行した。主な送付先は次のとおり。

・鹿屋体育大学学生保護者、賛助会員
・財団理事、監事、評議員
・鹿屋商工会議所、鹿屋警察署、ほか鹿屋市内の関係機関・団体
・学生出身高校、各都道府県教育委員会、鹿児島県内自治体・教育委員会
・県内の報道機関（鹿屋市記者クラブを含む）
・鹿屋体育大学の名誉教授、元学長、経営協議会の学外委員
・鹿屋市内公共施設（図書館、体育館、各地区学習センター、市内中学校等）
・「蒼天」広告提供企業

　６．寄附金及び賛助会費の受入
　　　鹿屋体育大学学生保護者 175 名　その他　個人 ７名　企業 18 企業
　　　 このうち、１件 36 万円又は 60 万円以上の寄附金又は賛助会費の納付者

については、次のとおり「冠スポーツ奨学金」にその名称を冠して、厚
意に応えることとした。

《冠スポーツ奨学金給付者名》（敬称略、50 音順）
（医）秋津会、おおうら皮ふ科、カイコー（株）、（株）鹿児島銀行、
（株）かのや寿自動車学校、（株）きたやま、旭信興産（株）、（有）寿スポーツ、
小鹿酒造（株）、サツマガス工業（株）、（株）新生社印刷、（医）青仁会、
大海酒造（株）、（有）風呂井会計、（株）丸屋、 （公財）ミズノスポーツ
振興財団、（株）ミズホ商会、（株）三井

Ⅱ　処務の概要
　１．役員等の状況（平成 28 年３月現在）

《理事（任期２年）》
風呂井敬（理事長）、北山勉（専務理事）、福永哲夫（常任理事）、
川西正志（常任理事）、中禮裕己（常任理事）、田中俊實、坪水徳郎、中西茂、
原口正明、本田修一、水口住康

《監事（任期４年）》大薗純広、森隆
《評議員（任期４年）》
池田徹、梅木一宏、小濱康彦、尾脇雅弥、加藤俊作、金久博昭、河野直正、
下小野田寛、下本地隆、陣之内武、中野健作、原田耕藏、日髙裕二、
森田俊彦、八木栄壽

２．理事会及び評議員会の開催状況

　

３．監督官庁（鹿児島県）への報告等の状況
　　①平成 27 年 6 月に平成 26 年度事業報告（電子申請）を行った。
　　② 平成28年1月22日に鹿児島県公益認定等審議会による公益法人検査が行われた。
　　③平成 28 年 3 月に平成 28 年度事業計画（電子申請）を行った。
４．職員の状況　　常勤職員　１人

２. 予算対比正味財産増減計算書（平成 27 年 4 月 1 日から平成 28 年 3 月 31 日まで）　
　　           （単位：円）

  　 大　　会　　区　　分 1 位 2 位 3 位

日 本 学 生 選 手 権 個 　 　 人 10 万円 5 万円 3 万円
競 技 団 体 15 万円 10 万円 5 万円

全 日 本 選 手 権
（国際大会等を含む）

個 　 　 人 15 万円 10 万円 5 万円
競 技 団 体 20 万円 15 万円 10 万円

科　　　　　　　目 予算額 決算額 差　異
Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１．経常増減の部
　　⑴経常収益
　　　基本財産運用益 3,431,200 3,432,485 −1,285
　　　　基本財産受取利息 1,200 1,485 −285
　　　　基本財産受取配当金 3,430,000 3,431,000 −1,000
　　　受取会費 10,200,000 10,545,500 −345,500
　　　事業収益 1,201,000 1,221,840 −20,840
　　　　蒼天広告収入 1,150,000 1,170,000 −20,000
　　　　蒼天売上収入 51,000 51,840 −840
　　　雑収益 875 1,626 −751
　　　　運用財産受取利息 875 1,626 −751
　　　経常収益計 14,833,075 15,201,451 −368,376
　　⑵経常費用
　　　事業費 13,385,000 13,550,335 − 165,335
　　　　スポーツ産業等連携活動費 65,000 64,152 848
　　　　体育スポーツ奨学金 9,000,000 9,170,000 − 170,000
　　　　教育振興助成金 1,700,000 1,795,569 − 95,569
　　　　　講演会費経費 260,000 291,600 − 31,600
　　　　　学内研修費 50,000 33,532 16,468
　　　　　国際交流援助費 1,100,000 1,134,515 −34,515
　　　　　環境整備・学生厚生等経費 90,000 154,800 − 64,800

開　 催 　日 会 議 名 議　　　　　　案

平成27年５月７日 理事会
（みなし決議） 平成27年度第１回評議員会の開催について

平成27年５月22日 評議員会
（みなし決議） 評議員、理事及び監事の選任について

平成27年６月９日 理事会
・平成26年度事業報告
・平成26年度決算報告及び会計監査報告
・平成27年度第２回評議員会の開催について
・理事長･専務理事及び常任理事の職務執行状況の報告について

平成27年６月25日 評議員会
・評議員及び理事の選任について
・平成26年度事業報告
・平成26年度決算報告及び会計監査報告

平成27年７月28日 理事会
（みなし決議）

・理事長の選定について
・専務理事の選定について
・常任理事の選定について

平成28年３月３日 理事会

・平成27年度第１次補正予算案について
・平成28年度事業計画案について
・ 平成28年度収支予算書案並びに平成28年度資金調

達及び設備投資の見込みを記載した書類について
・平成27年度第３回評議員会の開催について
・ 理事長、専務理事及び常任理事の職務執行状況の

報告について

平成28年３月18日 評議員会
（みなし決議）

・評議員の選任について
・平成27年度第１次補正予算案について
・平成28年度事業計画案について
・ 平成28年度収支予算書案並びに平成28年度資金調達

及び設備投資の見込みを記載した書類について
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　　　　　留学生援助費 100,000 91,122 8,878
　　　　　教育研究活動費 100,000 90,000 10,000
　　　　地域交流経費 1,150,000 1,050,000 100,000
　　　　印刷製本費 1,470,000 1,470,614 −614
　　　管理費 2,555,000 2,563,997 −8,997
　　　　事務経費 350,000 387,196 −37,196
　　　　人件費 1,800,000 1,791,558 8,442
　　　　　給料賃金 1,800,000 1,630,126 169,874
　　　　　法定福利 0 161,432 −161,432
　　　　会議費 15,000 7,155 7,845
　　　　通信運搬費 100,000 106,805 −6,805
　　　　諸謝金 120,000 100,000 20,000
　　　　雑費 170,000 171,283 −1,283
　　　経常費用計 15,940,000 16,114,332 −174,332
　　　　評価損益等調整前当期経常増減額 −1,106,925 −912,881 −194,044
　　　　評価損益等計 0 0 0
　　　　当期経常増減額 −1,106,925 −912,881 −194,044
　２．経常外増減の部
　　⑴経常外収益
　　　有価証券売却益 0 43,610,000 −43,610,000
　　　　基本財産評価益 0 43,610,000 −43,610,000
　　　経常外収益計 0 43,610,000 −43,610,000
　　⑵経常外費用
　　　経常外費用計 0 0 0
　　　　当期経常外増減額 0 43,610,000 −43,610,000
　　　　当期一般正味財産増減額 −1,106,925 42,697,119 −43,804,044
　　　　一般正味財産期首残高 10,916,729 10,916,729 0
　　　　一般正味財産期末残高 22,239,804 53,613,848 −31,374,044
Ⅱ　指定正味財産増減の部
　　　　当期指定正味財産増減額 0 0 0
　　　　指定正味財産期首残高 205,461,746 205,461,746 0
　　　　指定正味財産期末残高 205,461,746 205,461,746 0
Ⅲ　正味財産期末残高 227,701,550 259,075,594 −31,374,044

流事業に要する経費を援助する。
　　⑷　環境整備・学生の厚生事業等の実施
　　　 　新入生との交流会の経費を援助する。日本新記録記念植樹の経費の一

部を援助する。また、災害等があった場合、被災した学生に対して援助
を行う。

　　　 　学生が主体となって行う活動（蒼天祭・サークル活動など）の経費の
一部を援助する。

　　⑸　留学生の支援
　　　 　外国人留学生に対する教育が円滑に実施されるよう、これに係る経費

を援助する。外国人留学生等の不測の事態に対して支援を行う。
　　⑹　教育研究活動費の支援
　　　 　鹿屋体育大学の学生・教員及び職員の学内外で行われる教育活動、研

究活動に係る経費を援助する。 
　４ ．地域交流事業の実施について
　　 　体育・スポーツの地域交流事業及び大学開放事業等に対して援助を行う。
　５．財団月報「蒼天」の発行について
　　　財団月報「蒼天」を年間 12 回発行する。
　６．寄附金及び賛助会費について
　　　企業、個人からの寄附金、保護者等からの賛助会費の受け入れを行う。

５．平成28年度収支予算書
　　（平成 28 年 4 月 1 日から平成 29 年 3 月 31 日まで）　　　　　　　　　　（単位：円）

貸借対照表科目 場所・物量等 使用目的等 金        額
（流動資産）

普通預金 鹿児島興業信用組合　古江支店 運転資金として 1,119,292
鹿児島銀行鹿屋支店 　同上 4,215,149
鹿児島相互信用金庫西原支店 　同上 1,359,475
ゆうちょ銀行振替口座　賛助会費 　同上 7,375,512
ゆうちょ銀行振替口座　広告費 　同上 1,821,532
ゆうちょ銀行 　同上 1,262

仮払金 平成28年度事業分 40,000
　流動資産合計 15,932,222

（固定資産）
全ての固定資産は
公益目的保有財産
であり、運用益を
公益目的事業の財
源として使用して
いる。

　基本財産
定期預金 鹿児島銀行鹿屋支店 4,261,746

ゆうちょ銀行 1,200,000
投資有価証券 みずほ証券鹿児島支店 116,890,000

SMBC 日興證券鹿児島支店 126,720,000

　固定資産合計 249,071,746
　　資産合計 265,003,968

（流動負債）
未払金 ３月分人件費 122,900
預り金 ゆうちょ銀行振替口座賛助会員 平成 28 年度冠スポーツ奨学金等 5,805,474

　流動負債合計 5,928,374
　　負債合計 5,928,374
　　正味財産 259,075,594

科　　　　　　　目 予算額 前年度予算額 増　　減
Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１．経常増減の部
　　⑴経常収益
　　　基本財産運用益 3,431,200 3,431,200 0
　　　　基本財産受取利息 1,200 1,200 0
　　　　基本財産受取配当金 3,430,000 3,430,000 0
　　　受取会費 10,200,000 10,200,000 0
　　　事業収益 1,201,000 1,201,000 0
　　　　蒼天広告収入 1,150,000 1,150,000 0
　　　　蒼天売上収入 51,000 51,000 0
　　　雑収益 800 875 −75
　　　　運用財産受取利息 800 875 −75
　　経常収益計 14,833,000 14,833,075 −75
　⑵経常費用
　　事業費 14,035,000 13,385,000 650,000
　　　スポーツ産業等連携活動費 55,000 65,000 −10,000
　　　体育スポーツ奨学金 9,000,000 9,000,000 0
　　　教育振興助成金 1,210,000 1,700,000 −490,000
　　　　講演会費経費 260,000 260,000 0
　　　　学内研修費 50,000 50,000 0
　　　　国際交流援助費 250,000 1,100,000 −850,000
　　　　環境整備・学生厚生等経費 100,000 90,000 10,000
　　　　留学生援助費 100,000 100,000 0
　　　　教育研究活動費 450,000 100,000 350,000
　　　地域交流経費 1,300,000 1,150,000 150,000
　　　オリンピック関連経費 1,000,000 0 1,000,000
　　　印刷製本費 1,470,000 1,470,000 0
　　管理費 2,655,000 2,555,000 100,000
　　　事務経費 350,000 350,000 0
　　　人件費 1,800,000 1,800,000 0
　　　会議費 100,000 15,000 85,000
　　　旅費交通費 15,000 0 15,000
　　　通信運搬費 100,000 100,000 0
　　　諸謝金 120,000 120,000 0
　　　雑費 170,000 170,000 0
　　経常費用計 16,690,000 15,940,000 750,000
　　　評価損益等調整前当期経常増減額 −1,857,000 −1,106,925 −750,075
　　　評価損益等計 0 0 0
　　　当期経常増減額　 −1,857,000 −1,106,925 −750,075
２．経常外増減の部
　⑴ 経常外収益
　　経常外収益計 0 0 0
　⑵経常外費用 0
　　経常外費用計 0 0 0
　　　当期経常外増減額 0 0 0
　　　当期一般正味財産増減額 −1,857,000 −1,106,925 −750,075
　　　一般正味財産期首残高　 22,239,804 23,346,729 −1,106,925
　　　一般正味財産期末残高 20,382,804 22,239,804 −1,857,000
Ⅱ　指定正味財産増減の部 0
　　　当期指定正味財産増減額 0 0 0
　　　指定正味財産期首残高 205,461,746 205,461,746 0
　　　指定正味財産期末残高 205,461,746 205,461,746 0
Ⅲ　正味財産期末残高 225,844,550 227,701,550 −1,857,000

３．財産目録（平成28年３月31日現在）

４．平成28年度事業計画書
　１．スポーツ産業等連携活動の実施について
　　 　平成28年度「冠スポーツ奨学金」授与企業との意見交換会を開催し、援助する。
　２ ．体育・スポーツ活動において優秀な成績を収めた学生又は競技団体に対す

る奨学金の支給について
　　⑴ 　競技能力が高く、全日本又は国際大会などで活躍できると思われる優秀

な学生に対して、月額３万円の奨学金を支給する。
　　⑵ 　次の基準により、国際大会、全国大会等で優秀な成績を収めた個人・競

技団体に対して、奨学金を支給する。

　　⑶ 　国際大会等に出場する学生の参加費用の一部を支給する。
　３ ．教育振興助成事業の実施について
　　⑴　講演会等の実施
　　　 　教職員、学生等を対象とした講演会等の招聘講師の謝金・旅費および卒

業・修了記念祝賀会の経費等を援助する。
　　⑵　学内研修の実施
　　　　大学が主催する学内の研修等（競技成績報告会など）の経費を援助する。
　　⑶　国際交流事業の実施
　　　 　国際交流推進のため、教職員、学生と国際交流協定締結大学との国際交

  　 大　　会　　区　　分 1 位 2 位 3 位
日 本 学 生 選 手 権 個 　 　 人 7 万円 3 万円 2 万円

競 技 団 体 10 万円 5 万円 3 万円
全 日 本 選 手 権

（国際大会等を含む）
個 　 　 人 10 万円 5 万円 3 万円
競 技 団 体 15 万円 10 万円 5 万円

（単位：円）
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　ヨット部は、現在 10 名の部員が顧問の榮樂
洋光先生とともに、本学施設である海洋スポー
ツセンターを使用して週５日の海上トレーニ
ングを実施しています。ヨット競技と聞いて
もよくわからないなと感じる人が多いかもし
れません。ヨット競技は、沖合に設置された
規定のコースを帆走し、着順を競うものです。
風や潮といった自然環境に対応してレースを
展開していくため、難しくもありますが、自
然環境の変化の読みが当たるととても楽しい
競技です。この読みの感覚を向上させるため
に、自然環境の特徴を捉える練習をしていま
す。また、艇速度を向上させる技術練習も欠
かすことはできず、少しでも海に出て行くこ
とが重要であると考えています。

　大学のレースでは、スナイプ級とオリンピッ
ク種目である 470 級の２つのクラスがありま
す。団体戦は、１つの大学で各クラス３艇ず
つ出場できる権利があり、各水域の予選を突
破することで全日本インカレに出場すること
ができます。昨年は、７年ぶりに全日本イン
カレ団体戦スナイプ級において優勝すること
ができました。
　今年は、全日本インカレ個人戦・団体戦の
優勝を目標に、「挑戦」と掲げたスローガンの
下、全力で取り組んでまいります。常に上を
目指し、体力・技術を向上させ、これからも
目標にむけて練習に励んでいきます。応援よ
ろしくお願い致します。ヨット部

課外活動団体紹介

町
内
会
清
掃
に
参
加

学
内
一
斉
清
掃
を
実
施

　

6
月
26
日
、
鹿
屋
市
小
野
原
町
で
行
わ
れ

た
町
内
会
清
掃
に
鹿
屋
体
育
大
学
の
学
生
13

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
毎
年
、
大
学
周
辺
の
町
内
会
清

掃
に
学
生
が
参
加
し
て
い
る
も
の
で
、
参
加

学
生
に
つ
い
て
は
、
同
大
体
育
会
が
中
心
と

な
っ
て
、
各
課
外
活
動
団
体
か
ら
の
有
志
を

選
出
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
町
内
会
清
掃
で
は
、
7
時
か
ら
10
時

ま
で
の
約
3
時
間
、
町
内
会
の
方
々
と
協
力

し
て
草
刈
り
作
業
の
補
助
を
行
い
ま
し
た
。

　

梅
雨
の
時
期
と
重
な
っ
た
た
め
、
別
日
に

予
定
さ
れ
て
い
た
町
内
会
清
掃
が
中
止
と
な

り
、
町
内
会
清
掃
へ
の
参
加
は
一
回
と
な
り

ま
し
た
が
、
こ

の
清
掃
を
通
し

て
、
学
生
と
地

域
の
方
々
と
の

交
流
も
図
ら
れ

ま
し
た
。

　

7
月
11
日
～
15
日
、
体
育
会
が
主
体
と
な

り
、
鹿
屋
体
育
大
学
学
内
一
斉
清
掃
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
毎
年
大
学
説
明
会
の

実
施
に
合
わ
せ
て
、
日
頃
活
動
し
て
い
る
学

内
の
共
有
場
所
を
、
体
育
会
を
中
心
と
し
た

学
生
自
身
の
手
で
清
掃
す
る
こ
と
で
、
学
生

の
美
化
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
清
掃
活
動
は
、
各
課
外
活
動
団
体
が

学
内
駐
車
場
や
学
内
道
路
、
講
義
棟
の
周
辺

な
ど
の
清
掃
を
分
担
し
て
行
い
ま
し
た
。
清

掃
期
間
中
は
、
天
候
が
崩
れ
る
日
も
あ
り
、

計
画
通
り
に
進
め
ら

れ
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、
各
団
体

で
授
業
の
合
間
等
の

時
間
を
利
用
し
て
実

施
す
る
よ
う
努
め
た

結
果
、
無
事
に
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、
平

成
28
年
熊
本
地
震
で
被
災
さ

れ
た
方
々
に
対
し
て
教
職
員

か
ら
義
援
金
を
募
り
、
5
月

27
日
ま
で
に
30
万
円
が
集
ま

り
ま
し
た
。

　

集
ま
っ
た
義
援
金
は
日
本

赤
十
字
社
鹿
児
島
県
支
部
を

通
じ
て
被
災
地
に
届
け
て
頂

く
こ
と
と
な
り
、
6
月
7

日
、
福
永
哲
夫
学
長
が
日
本

赤
十
字
社
鹿
児
島
県
支
部
の

松
田
典
久
事
務
局
長
へ
、
集

ま
っ
た
義
援
金
を
手
渡
し
ま

平
成
28
年
熊
本
地
震
義
援
金
を

日
本
赤
十
字
社
へ

　

本
年
度
よ
り
、
鹿
屋
市
立

高
須
小
学
校
の
ヨ
ッ
ト
学
習

が
、
海
洋
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
に
て
開
始
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
事
業
は
、
鹿
屋
体

育
大
学
の
競
技
ス
ポ
ー
ツ

論
・
実
習
Ⅱ
・
Ⅲ
「
海
洋
ス

ポ
ー
ツ
」
の
授
業
と
合
同
で

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
授

業
を
選
択
し
た
同
大
学
生

は
、
4
月
当
初
よ
り
、
レ
ス

キ
ュ
ー
実
技
の
実
習
、
小
学

生
を
対
象
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
立
案
し
、
ロ
ー
ル
プ
レ

イ
ン
グ
形
式
で
指
導
手
順
を

実
習
し
な
が
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム

や
指
導
体
制
・
指
導
方
法
の

改
善
を
行
い
、
ヨ
ッ
ト
学
習

当
日
は
、
学
生
が
主
導
で
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
ま
し

た
。

　

事
前
学
習
で
は
、
安
全
な

海
で
の
活
動
に
つ
い
て
20
分

程
度
の
講
義
を
行
い
、
そ
の

後
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着

方
な
ど
を
実
習
し
、
ヨ
ッ
ト

高
須
小
学
校
児
童
へ
ヨ
ッ
ト
学
習
指
導

の
艤
装
（
組
み
立
て
）
を
行

い
ま
し
た
。
児
童
達
の
話
を

聞
く
真
剣
な
ま
な
ざ
し
に
、

講
義
担
当
の
大
学
生
は
充
実

感
を
覚
え
た
よ
う
で
し
た
。

海
で
の
2
回
の
実
習
で
は
、

小
学
校
1
年
生
か
ら
3
年

生
、
4
年
生
か
ら
6
年
生
の

2
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
カ
ヌ
ー
と
ヨ
ッ
ト

を
楽
し
み
ま
し
た
。
海
上
に

出
る
と
同
時
に
児
童
か
ら
は

歓
声
が
あ
が
り
、
天
候
に
も

恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

充
実
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展

開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
指
導
を
担
当
し
た
学
生

は
、
実
際
に
児
童
相
手
に
指

導
を
す
る
こ

と
や
、
小
学

校
の
校
長
先

生
を
は
じ
め

多
く
の
先
生

方
の
見
守
る

中
で
の
指
導

実
践
で
あ
っ

た
こ
と
で
、
緊
張
が
あ
っ
た

よ
う
で
し
た
が
、
一
方
で
児

童
達
の
喜
ぶ
笑
顔
に
勇
気
づ

け
ら
れ
な
が
ら
、
こ
の
よ
う

な
自
然
体
験
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

展
開
の
醍
醐
味
を
経
験
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

高
須
小
学
校
か
ら
は
、

「
時
間
い
っ
ぱ
い
に
海
を
楽

し
ま
せ
て
も
ら
っ
て
あ
り
が

た
い
」
と
感
謝
の
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

実
施
日

事
前
学
習　

5
月
27
日

実
習
1
回
目　

6
月
3
日

（
4
～
6
年
生　

ヨ
ッ
ト

　

1
～
3
年
生　

カ
ヌ
ー
）

実
習
2
回
目　

6
月
11
日

（
4
～
6
年
生　

カ
ヌ
ー

　

1
～
3
年
生　

ヨ
ッ
ト
）

義援金を手渡す福永学長（左）と松田事務局長（右）

「公務員・企業コース」

１年生コースの様子

し
た
。

 

去
る
7
月
6
日

と
7
月
7
日
の
2

日
間
、
鹿
屋
体
育

大
学
に
お
い
て
第

1
回
就
職
ガ
イ
ダ

ン
ス
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
ガ

イ
ダ
ン
ス
は
全
学

年
を
対
象
に
毎
年

実
施
し
て
い
る
も

の
で
あ
り
、
今
年

度
は
4
つ
の
コ
ー

ス
を
2
日
間
に
分

け
、
1
日
目
は
1

年
生
を
対
象
に
し

た
「
1
年
生
コ
ー

ス
」
と
２･

３
年

生
及
び
修
士
1
年

生
を
対
象
に
し
た

「
教
員
コ
ー
ス
」

７／６、７／７　就職ガイダンス

を
実
施
し
、
2
日
目
は
同
じ

く
２･

３
年
生
及
び
修
士
1

年
生
を
対
象
に
し
た
「
公
務

員
・
企
業
コ
ー
ス
」
と
就
職

活
動
ま
っ
た
だ
中
の
「
4
年

生
等
コ
ー
ス
」
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

「
1
年
生
コ
ー
ス
」
で

は
、
就
職
活
動
や
採
用
試
験

に
臨
ん
で
い
る
4
年
生
や
大

学
院
生
を
講
師
に
迎
え
、
自

ら
の
体
験
談
や
動
機
な
ど
に

つ
い
て
講
話
し
て
も
ら
い
、

大
学
1
年
生
と
い
う
早
期
の

段
階
か
ら
職
業
観
・
職
業
選

択
を
意
識
付
け
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は

「
1
年
生
だ
が
、
早
い
段
階

か
ら
自
身
の
将
来
像
に
つ
い

て
考
え
る
良
い
機
会
と
な
っ

た
」
「
可
能
な
ら
1
年
時
か

ら
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参

加
し
た
い
」
な
ど
と
い
っ
た

前
向
き
な
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。

　

「
教
員
コ
ー
ス
」
「
公
務

員
・
企
業
コ
ー
ス
」
で
は
、

株
式
会
社
マ
イ
ナ
ビ
よ
り
講

師
を
迎
え
、
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ

を
使
っ
た
自
己
分
析
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
、
参

加
者
か
ら
は
「
も
っ
と
企

業
の
方
の
話
が
聴
き
た
い
」

「
自
分
自
身
に
足
り
な
い
も

の
が
分
か
っ
た
」
「
よ
り
実

践
的
な
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
開
催

し
て
ほ
し
い
」
な
ど
、
就
職

活
動
準
備
を
目
前
に
控
え
た

積
極
的
な
意
見
が
多
く
聞
か

れ
ま
し
た
。

　

キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
室
で

は
、
今
後
も
各
種
セ
ミ
ナ
ー

（
講
座
）
や
ガ
イ
ダ
ン
ス
、

模
擬
試
験
な
ど
の
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
就
職
支
援
行
事
が
、
学
生

の
進
路
・
職
業
選
択
へ
の
意

識
付
け
の
一
助
と
な
っ
て
、

就
職
活
動
等
へ
の
理
解
が
更

に
深
ま
る
こ
と
を
期
待
す
る

と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
学

生
生
活
の
中
で
キ
ャ
リ
ア
デ

ザ
イ
ン
が
よ
り
具
体
的
に
イ

メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
な
企
画

を
今
後
も
計
画
し
、
学
生
に

寄
り
添
っ
た
支
援
体
制
の
強

化
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
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賛
助
会
費
は
、　

奨
学
金
、

国
際
交
流
、
学
内
研
修
等
に

利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

《
一
　
般
》

カ
イ
コ
ー
㈱

様
（
三
万
円
）

闘いのスケジュール ９月
１日　ツール･ド･北海道	 （〜3　北海道）
　　　2016年度	全日本学生ヨット個人選手権大会
　　（〜4　兵庫/新西宮ヨットハーバー）
　　　第92回日本学生選手権水泳競技大会
　　（〜4　東京/東京辰巳国際水泳場）
２日　天皇賜盃第85回日本学生陸上競技対校選手権大会
　　（〜4　埼玉/熊谷スポーツ文化公園陸上競技場）
６日　第51回全国都道府県対抗自転車競技大会
　　（〜8　愛媛/松山市、今治市）
８日　平成28年度日本カヌースプリント選手権大会
　　（〜12　石川/木場潟カヌー競技場）
10日　平成28年度全日本ジュニア柔道体重別選手権大会
　　（〜11　埼玉/埼玉県立武道館）
16日　第44回九州学生陸上競技選手権大会
　　（〜18　福岡/久留米スポーツセンター陸上競技場）
17日　平成28年度第25回全日本学生女子ヨット選手権大会
　　（〜19　神奈川/葉山港）
22日　第43回全日本大学選手権大会（ボート）
　　（〜25　埼玉/戸田ボートコース）

学内行事 9 月
６日　学生指導研究会
15日　前期末卒業証書・学位記授与式
17日　鹿屋杯剣道錬成大会（～18日）
24日　共同専攻入試(修士課程)
25日　共同専攻入試（３年制博士課程）

　

本
財
団
の
賛
助
会
員

制
度
は
、
平
成
元
年

四
月
に
発
足
し
ま
し

た
。
年
会
費
（
寄
付
金
）

は
一
口　

企
業
三
万
円
、

個
人
一
万
円
か
ら
で
す
。

　

本
財
団
は
、
公
益
財

団
法
人
と
し
て
認
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
本
財
団

に
対
す
る
年
会
費
（
寄

付
金
）
に
つ
き
ま
し
て

は
税
法
上
の
優
遇
措
置

が
あ
り
、
二
千
円
を
超

え
る
ご
寄
付
に
つ
き
ま

し
て
は
、
そ
の
超
え
る

額
に
つ
い
て
所
得
税
の

寄
付
金
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

※
年
会
費
は
、
振
り
込

み
も
し
く
は
現
金
で
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　

振
り
込
み
の
場
合
は
、

次
の
金
融
機
関
へ
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

・ 

鹿
児
島
銀
行
鹿
屋
支
店

　
（
普
）
九
三
二
〇
六
七

・ 

鹿
児
島
興
業
信
用
組
合

　

古
江
支
店

　
（
普
）
三
五
八
二
一
一

・ 

鹿
児
島
相
互
信
用
金
庫

　

西
原
支
店

　
（
普
）
〇
〇
四
三
八
〇

∧
口
座
名
義
∨

　

公
益
財
団
法
人　

鹿

屋
体
育
大
学
体
育
・
ス

ポ
ー
ツ
振
興
教
育
財
団

　

理
事
長　

風
呂
井
敬

　

本
財
団
の
活
動
の
趣

旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、 

関
係
各
位
の
格
別
な
る

御
高
配
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

事
務
局
か
ら

【陸上競技】
◆	2016　日本学生陸上競技個人選手権大会
　（6/10〜6/12　神奈川県/Shonan BMWスタジアム平塚）
▽男子
　三段跳 8位 許田　悠貴
　円盤投 7位 清水　郁宏
▽女子   
　800ｍ 5位 日隈　彩美
　棒高跳 2位 青柳　唯
　砲丸投 8位 田澤　可南子

◆第100回日本陸上競技選手権大会（混成競技）
　（6/11〜12　長野県/長野市営陸上競技場）
　男子十種競技 8位 坂本　都志記

【女子バレーボール】
◆2016年度第42回西日本バレーボール大学女子選手権大会
　（6/29〜7/2　大阪府/府民共済SUPERアリーナ）
  2位 鹿屋体育大学

【体操競技】   
◆第70回全日本体操競技種目別選手権大会
（6/4〜6/5　東京都/代々木第一体育館）
 種目別あん馬 5位 前野　風哉

【水泳】	 	 	
◆第63回九州地区国公立大学選手権水泳競技大会
　（6/18〜6/19　佐賀県/佐賀県立総合運動場水泳場） 
▽男子   
　50m自由形 3位 矢田崎　侑也
　200ｍ自由形 1位 小林　祐馬
  2位 梶谷　一樹
　400ｍ自由形 1位 小林　祐馬
  2位 野﨑　充
　200m個人メドレー 1位 田崎　竜成
　400ｍ個人メドレー 1位 田崎　竜成
  2位 野﨑　充
　400ｍフリーリレー 1位 小林、矢田崎
   野﨑、田崎

　800ｍフリーリレー 1位 梶谷、小林
   田崎、野﨑
▽女子
　50m自由形 1位 大木場　真由
  2位 竹林　愛花
　100m自由形 1位 石原　愛由
  2位 牟田　絢香
　200m自由形 1位 石原　愛由
  2位 菅　晴瑠奈
　400ｍ自由形 1位 小川　真侑
  2位 早水　柚香子
　100m背泳ぎ 1位 山口　藍李
　200m背泳ぎ 1位 山口　藍李
　100mバタフライ 1位 大木場　真由
  2位 寺田　奈央
　200mバタフライ 1位 寺田　奈央
　200m個人メドレー 1位 早水　柚香子
　200mフリーリレー 1位 竹林、菅、石原、大木場
 400ｍフリーリレー 1位 菅、石原、鳥居、大木場
 400ｍメドレーリレー 1位 山口、寺田、
   大木場、石原

【漕艇】	 	 	
◆第１回西日本選手権大会
　（6/11〜6/12　大阪府/大阪府立漕艇センター）
▽男子   
　ダブルスカル 5位 鹿屋体育大学
▽女子   
　ダブルスカル 2位 鹿屋体育大学
   
【自転車競技】	 	 	
◆第32回全日本学生選手権個人ロードレース大会
　（6/11〜6/12　長野県/木曽郡木祖村奥木曽湖周回コース）
▽男子   
  1位 徳田　優
▽女子   
  5位 中井　彩子
  7位 江藤　里佳子
   
◆	第85回全日本自転車競技選手権大会ロード
レース

　（6/25〜6/26　東京都/大島町大島西海岸コース）
▽男子   
　U23 2位 徳田　優

６月

　

7
月
1
日
付
け
で
、
鹿
児
島

　

７
月
１
日
付
け
で
鹿
児
島
大

学
よ
り
鹿
屋
体
育
大
学
財
務
課

出
納
係
に
配
属
と
な
り
ま
し
た

山
田
と
申
し
ま
す
。

　

赴
任
し
て
約
二
週
間
が
経

ち
、
毎
朝
の
フ
ェ
リ
ー
通
勤
に

も
、
よ
う
や
く
慣
れ
始
め
て
き

ま
し
た
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
の
お
仕
事

は
前
々
か
ら
希
望
し
て
お
り
ま

し
た
の
で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ

ヤ
ー
で
本
学
も
活
気
溢
れ
る
年

に
赴
任
で
き
た
こ
と
に
、
と
て

も
縁
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

鹿
屋
の
地
は
自
然
が
豊
富

　

7
月
1
日
付
け
で
鹿
児
島
大

学
か
ら
鹿
屋
体
育
大
学
学
生
課

生
活
支
援
係
へ
参
り
ま
し
た
中

釜
と
申
し
ま
す
。
鹿
屋
体
育
大

学
へ
足
を
踏
み
入
れ
る
の
は
も

と
よ
り
鹿
屋
に
来
る
こ
と
さ
え

初
め
て
で
当
初
は
不
安
も
あ
り

ま
し
た
が
、
学
生
を
は
じ
め
教

職
員
の
方
々
も
活
気
が
あ
り
と

て
も
楽
し
く
仕
事
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
私
自
身
ス
ポ
ー
ツ
が
好

き
な
こ
と
も
あ
り
、
様
々
な
競

技
で
本
学
の
学
生
が
活
躍
し
て

い
る
記
事
や
結
果
を
見
て
こ
れ

ほ
ど
ま
で
に
多
く
の
競
技
で
結

果
を
残
し
て
い
る
の
か
と
驚
く

と
と
も
に
大
変
嬉
し
く
感
じ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

生
活
支
援
係
は
学
生
と
接
す

る
機
会
の
多
い
部
署
で
あ
る
と

と
も
に
様
々
な
幅
広
い
業
務
が

あ
り
現
在
は
目
の
前
の
仕
事
を

な
ん
と
か
こ
な
し
て
い
る
段
階

で
は
あ
り
ま
す
が
、
学
生
が
充

実
し
た
学
生
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
精
一
杯
で
き

る
こ
と
を
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
慣
れ
な

い
部
分
も
あ
り
ご
迷
惑
を
お
か

け
す
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い

ま
す
が
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。総務課総務係

藥丸　洋史

◆�

三
度
目
の
鹿
屋

財務課出納係
山田　和洋

◆
「
初
め
ま
し
て
」

学生課生活支援係
中釜　功太郎

◆�
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

何か物足りない、
何か決め手に欠く、
そんな“あと一歩”を
お手伝いします。

ヒューマン印刷に徹する

〒893-0013  鹿児島県鹿屋市札元1-22-34
TEL 0994-43-2238/FAX 0994-43-7541

URL http://www.shinsei-p.co.jp
E-mail kan@shinsei-p.co.jp

大
学
よ
り
総
務
課
総
務
係
に
配

属
と
な
り
ま
し
た
藥
丸
と
申
し

ま
す
。

 

鹿
児
島
大
学
で
は
、
医
学

部
・
歯
学
部
附
属
病
院
経
営
企

画
課
で
経
営
分
析
・
会
議
運
営

業
務
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。

　

鹿
屋
市
に
居
住
す
る
の
は
三

度
目
で
、
鹿
屋
体
育
大
学
に
は

20
年
前
に
セ
ン
タ
ー
試
験
の
際

に
訪
れ
て
お
り
、
懐
か
し
さ
と

同
時
に
、
鹿
屋
体
育
大
学
の
一

員
と
し
て
業
務
に
従
事
で
き
る

こ
と
に
喜
び
を
感
じ
て
お
り
ま

す
。

　

趣
味
は
革
細
工
と
空
手
で
す

が
、
昨
年
は
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
、

今
年
は
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

な
ど
初
挑
戦
の
幅
を
広
げ
て
お

り
ま
す
。

　

今
回
、
総
務
に
係
る
業
務
は

初
め
て
担
当
す
る
こ
と
と
な

り
、
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け

す
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

で
、
故
郷
の
奄
美
大
島
に
似
た

と
こ
ろ
も
あ
り
、
ま
た
そ
の
環

境
の
中
で
心
優
し
い
皆
様
と
お

仕
事
を
さ
せ
て
頂
け
る
こ
と
に

大
変
喜
び
を
感
じ
て
お
り
ま

す
。

　

業
務
に
関
し
て
は
、
初
め
て

の
会
計
系
の
仕
事
で
不
馴
れ
な

こ
と
も
あ
り
、
周
囲
の
方
々
よ

り
懇
切
丁
寧
な
ご
指
導
を
頂
き

な
が
ら
、
な
ん
と
か
業
務
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

１
日
で
も
早
く
業
務
に
慣
れ

る
よ
う
精
進
し
、
皆
様
の
お
役

に
立
て
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
御
指
導
の

程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。


